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紀初頭にフランスの作家テオフィル・ゴーティエ Pierre Jules Théophile Gautier（1811-1872）































































てJ. S. バッハと結びつくが、少なくとも19世紀初期まで、このバッハの名はむしろ息子のC. P. E. 
バッハ（1714-1788）や J. C. バッハ（1735-1782）と結びつくものであり、J. S. バッハは彼らの父
としての名前しか知られていなかった。J. S. バッハが西欧において評価されるようになったのは、
1829年に作曲家フェリックス・メンデルスゾーン＝バルトルディ（1809-1847）が J. S. バッハの
《マタイ受難曲》を「発見」しベルリンで蘇演してからのことである。ロシアにおいては西欧よ
りも比較的早く、19世紀初頭から J. S. バッハの作品は少数知られていたが、この時期のロシア
はイタリア音楽全盛期であり、J. S. バッハの作品は音楽愛好家の内の一握りによって知られる存
在に過ぎなかった。したがって、オドーエフスキーによるこの中編は、ほとんど、ロシアにおけ






























































































フスキーの美学が元来ステパン・シェヴィリョーフ Степан Петрович Шевырёв（1806-1864）、お
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